
1	扉の固定ネジを外し、下部を手前に引きながら扉を外す

2	ロックリングで筐体をアンカーボルト4本に固定する

3	補強枠を取り外す

1	パワーコンディショナの左右に、コネクタブラケットをそれぞれ2本のネジ
（M5 × L12）で固定する

2	パワーコンディショナ下部のアース端子のネジを外し、同梱されているアース
線をネジで固定する

締め付けトルク：  2N･m
アース線

締め付けトルク：  0.8 ～ 1.0N･m
コネクタブラケット

3	パワーコンディショナの左端を筐体奥の左端マーカに合わせて筐体に入れ、パ
ワーコンディショナ背面のフックを取付ブラケットに引っ掛けて吊るす

左端マーカ

パワコン取付ブラケット

側面

4	コネクタブラケットを本体筐体2か所の取付金具にネジ（M5 × L14）で固定
し、パワーコンディショナのアース線を筐体左側のPCS 接地箇所に固定する

パワコン取付金具
コネクタブラケットパワコンアース線接続端子

（PCS 接地箇所）

締め付けトルク：  2N･m
締め付けトルク：  1.5N･m

M5 × L14

	■ PVケーブルの接続
PVケーブルの被覆を7mm剥き、金属端子を圧着します。圧着後、 
PVコネクタにケーブルを通し、PV端子に接続します。 

圧着 ケーブルナット プラグ
7mm

圧着 ケーブルナット プラグ
7mm

■ PVケーブル（＋）

■ PVケーブル（－）

金属端子

被覆を7mm剥く PV端子を圧着 PVコネクタに通す

	■系統ケーブル、重要負荷ケ
ーブルの接続

①	防水カバーの防水ボルトキャップ
を緩めます。

②	重要負荷ケーブル（L 線）、系統ケ
ーブル（K 線）を加工してから、防
水カバーに通し、交流端子台に接
続します。

③	防水カバーをパワーコンディショ
ナに取付けて四隅をネジ止めし、
防水ボルトキャップを防水カバー
に締付けて固定します。

	■通信ケーブルの接続
室内リモコン延長ケーブル、CT延長ケーブルは防水コネクタに通し、先端にRJ45端子圧着後、
パワーコンディショナに接続します。延長ケーブルの反対側はRJ45コネクタに接続します。

室内リモコン
リモコン接続

ケーブル    
パワコン

室内リモコン接続端子
リモコン接続
延長ケーブル

防水コネクタ         RJ45 RJ45

RJ45 コネクタ

分電盤
        

パワコン
    接続端子     接続延長ケーブル

防水コネクタ         RJ45

RJ45 コネクタ

RJ45

	● 室内リモコンの設置や配線

露出ボックス

取付け板

室内リモコン本体

RJ45コネクタ

室内リモコン接続ケーブル

①	露出ボックスをタッピングネジ4本で
壁にネジ止めする

②	取付け板をM4 × L8 ネジで 
露出ボックスに固定する

④	室内リモコンを取付板に押し込む

③	露出ボックスの配線穴に室内リモ
コンケーブルを通し、室内リモコ
ン背面の端子に室内リモコンケ
ーブルのコネクターを挿入する

	● CT の設置や配線
CTのＵ相、Ｗ相の区分表記を確認し、分電盤内の(A)または(B)電力線に取り付けます。 
CTケーブルをRJ45コネクタに接続します。

(A) (B)

極性矢印

商用系統側

(A) (B)

極性矢印

商用系統側

クランプ部の極性矢印が示す方向が
商用系統側となるように取り付けて
ください。

	■電源・ファンケーブルの接続
本体筐体背面の電源スイッチに電源・ファンケーブルが接続されていることを確認し、接続端子を
パワーコンディショナ底部の「ファンと電源線」端子に接続します。

排気ファン

ファン
ケーブル

パワコン
接続コネクタ

電源
ケーブル

パワコン
接続端子 電源スイッチ（4PIN）

ファン（3PIN）

	■遠隔監視装置の接続
パワーコンディショナ底部の「USBアップグレード/WiFi・LAN」ポートの保護カバーを取り、
遠隔監視装置を挿し込みます（遠隔監視装置は各種タイプの設置が異なりますので、詳細は遠
隔監視装置の設置ガイドをご参照ください。）

基礎コンクリート
捨てコンクリート 200mm
砕石 100ｍ ｍ

アンカー飛び出し長さ 35～45mm
アンカー打ち込み深さ 100ｍ ｍ

分電盤内のブレーカと切替開閉器をオフにしてください。

	■ 太陽電池の＋端子～－端子間の直流電圧の測定
•	 電圧値が「太陽電池直列枚数×開放電圧」程度（80％～ 110％）

となっているかどうか
•	 開放電圧の上限値である 450 V を超えていないかどうか
•	 ＋、－の極性が正しいかどうか

	■ 絶縁抵抗測定

測定箇所 判定基準
PE- 系統_U 
PE- 系統_N(O) 
PE- 系統_W 
PE- 自立出力_L1 
PE- 自立出力_N 
PE- 自立出力_L2

1M Ω以上

PE-PV1_+ 
PE-PV1_ － 
PE-PV2_+ 
PE-PV2_ －

0.4M Ω以上

左右2 カ所ネジを
取り外す

補強枠

1	本体筐体背面の配管接続口4 か所の蓋をタガネ等で外し、PF 管
φ 28 用コネクタ４個を取り付ける

2	J1ESS-HB115/173 では、中央部分の穴（PF 管5）にPF 管φ 36 
用コネクタを装着する

3	現場状況に見合った長さと寸法のコルゲートチューブを準備
し、ケーブル分配後にコルゲートチューブを取り付ける

蓄電池システムに十分耐えられる基礎を用意してください。

置き基礎を使用する場合
メーカー指定の施工説明書に従って施工してください（推奨製品：東洋ベース製LG500）。

砂利の場合の設置方法
設置場所に砂利や砕石等が敷設されている場合は、基礎範囲の砂利や砕石等の敷設物を取り除
き、十分に転圧を行った上で平らな安定した土間を形成し、基礎を仕上げてください。

増設蓄電池筐体（J1ESS-HB115/173 で使
用）は左記同様に設置してください。

機器の周囲に下記のスペースを確保してください。また、蓄電システム本体を左側、増設蓄電
池を右側に設置します。それぞれのアンカーボルト間に300mm ～ 350mm の距離をあけてく
ださい。

200mm

300mm300mm 500mm

150mm

基礎

地盤
基礎

地盤

150mm
200mm

300mm300mm 500mm

基礎
地盤

基礎
地盤

P

PV1

+

-

PV2

+

-

PV3

+

-

+

-

CT

BMS RS485

USB WiFi・LAN

重要負荷 系統

PVケーブル（＋－）

アース線

蓄電池ケーブル（＋－）
（本体蓄電池同梱品） （本体蓄電池同梱品）

[設置用工具]

BMS 通信ケーブル

室内リモコン 
延長ケーブル

遠隔監視装置 
（オプション）

重要負荷 
ケーブル

系統 
ケーブル

CT 延長 
ケーブル

ファンと電源線

RS485ケーブル（オプション）
RS485端子はDatahub1000接続時専用です。

出力装置Datahub1000接続用

      

      

      

      

      PF 管 5

PF 管 1

PF 管 2

PF 管 3

PF 管 4

コルゲートチューブの取付け
（本体筐体外側）

PF 管の番号
（本体筐体内側から見た）

[アンカービッチ]
蓄電システム本体 
幅 683±5ｍｍ 
奥行295±5ｍｍ
増設蓄電池 
幅 575±5ｍｍ 
奥行318±5ｍｍ

増設蓄電池筐体蓄電システム本体筐体

補強枠

同梱品：角スペーサ

同梱品：平座金

指定部品：M12 ナット
（締付トルク 42 ～ 43N･m）

指定部品：ワッシャー

6本

	● ネジを保管してください。
	● 取り外した扉は養生シートなどの上に置き、直接地面に置いたり壁に立てかけたりしないでく

ださい。

L1   N   L2  

重要負荷 系統

U    N   W

端子台

交流端子台

基礎工事

1. 蓄電システム本体筐体、増設蓄電池筐体の設置 2. パワーコンディショナの設置

4. パワーコンディショナ端子部の配線

5. パワーコンディショナの配線

SolaX アフターサービス・コールセンター
TEL.  080-0100-2327    9:00~19:00 （土日・祝日・休業日を除く）      E-mail  service.jp@solaxpower.com

簡易施工ガイド
住宅用蓄電システムJ1ESS-HB58X/115/173

本書はパワーコンディショナの施工方法について簡易的に説明しています。安全上のご注意、
施工方法の詳細、トラブルシューティングなどについては、施工説明書をご確認ください。

外形寸法・同梱品
474mm 193mm

（72kg）

70
8m

m

本体蓄電池ユニット

749mm

16
27

m
m

290mm
蓄電システム本体筐体 （54kg）

パワーコンディショナ
503mm 199mm

（31kg）

50
3m

m

部品名 数量
平座金 4
角スペーサ 4
結束バンド 20
蓄電池固定金具用ネジ（M5） 4
蓄電池固定金具 2

部品名 数量
交流側用防水カバー 1
資料（PCS取扱説明書、検査成績書） 1
PVコネクタ（＋） 3
PVコネクタ金属端子（＋） 3
PVコネクタ（ー） 3
PVコネクタ金属端子（ー） 3
通信ケーブル用防水コネクタ 3
RJ45コネクタ 2
丸形端子8mm² （系統ケーブル・アース線用） 4
端子カバーΦ7.2 x Φ6.2 x 21 mm 4
丸形端子5mm² （重要負荷ケーブル用） 3
端子カバーΦ5.7 x Φ5.2 x 20 mm 3
コネクタブラケット 2
M5×L12ネジ 4
M5×L14ネジ 2
PCS用アース線（250ｍｍ） 1
室内リモコン接続ケーブル（1500ｍm） 1
M4×L8ネジ 2
タッピングスクリュー 4
露出ボックス 1
室内リモコン 1
逆潮流防止用CT 1

部品名 数量
資料（蓄電池取扱説明書、検査成績書） 1
締めネジ（アース線用） 2
PVコネクタ取外し工具 1
通信ケーブル用締付・取外し工具 1
蓄電池通信ケーブル（1100mm） 1
蓄電池ケーブル（＋）（950mm） 1
蓄電池ケーブル（ー）（950mm） 1
ショートワイヤ（900ｍｍ） 1
本体蓄電池用アース線（380ｍｍ） 1

290mm640mm

89
7m

m

増設蓄電池筐体 （29kg）

増設蓄電池ユニット
474mm 193mm

（68.5kg）

64
7m

m

部品名 数量
平座金 4
角スペーサ 4
蓄電池固定金具用ネジ（M5） 4
固定金具 2

部品名 数量

資料（増設蓄電池検査成績書） 1

締めネジ（アース線用） 2

蓄電池通信ケーブル（2200mm） 1

蓄電池ケーブル（＋）（220mm） 1

蓄電池ケーブル（ー）（220mm） 1

アース線（220ｍｍ） 1

アース線（250ｍｍ） 1

現地調達するケーブル部材・機器・工具
ケーブル・線材 規格・種類 推奨配線長さ
PV ケーブル PV ケーブル CV3.5 mm² × 6 本（正負各3 本） 700mm以上
K 線 系統ケーブル CV8mm² × 3 芯 600mm以上
L 線 重要負荷ケーブル CV5.5 mm² × 3 芯 600mm以上
筐体アース線 IV5.5mm²（または8mm²） 750mm以上
室内リモコン延長ケーブル UTP ケーブル 600mm以上
CT 延長ケーブル UTP ケーブル 600mm以上
RS485 ケーブル（出力制御用） UTP ケーブル（オプション） 600mm以上
LAN ケーブル（Pocket LAN接続用） UTP ケーブル（ オプション） 600mm以上

ブレーカー 推奨規格

連系ブレーカ
逆接続可能型 
定格感度電流30mA 
定格電流≧50A

切替開閉器
単相3 線 
100V/200V 
定格電流≧30A

重要負荷 
ブレーカ

逆接続可能型 
単相3 線式 
欠相保護付 
定格感度電流30mA 
定格電流≦30A

重要負荷 
分岐ブレーカ

単相3 線式 
100V/200V 
定格電流≦30A

•	 電動ドリル　
•	 マルチメーター
•	 巻き尺
•	 多用途ナイフ
•	 マイナスドライバー
•	 プラスドライバー

•	 精密ドライバー
•	 六角レンチ
•	 ワイヤーストリッパー
•	 RJ45 圧着ペンチ
•	 PV 端子圧着ペンチ
•	 丸形端子圧着ペンチ

•	 マーカーペン
•	 ゴムハンマー
•	 ワイヤーカッター
•	 水準器
•	 トルクレンチ
•	 斜めニッパー

•	 吸塵機
•	 ロックリング
•	 防塵マスク
•	 作業手袋
•	 安全靴
•	 安全ゴーグル

設置スペース

3. 本体筐体へのケーブル引き込み

 パーツ・消耗品 規格・種類

PF 管（指定部品）

耐候性のある二重タイプを推奨

J1ESS-HB58X： φ 28（4 個） 
J1ESS-HB115 ：φ 28（ 4 個）， φ 36（ 2 個） 
J1ESS-HB173 ：φ 28（ 4 個）， φ 36（ 3 個）

コルゲートチューブ ケーブル収納・保護用
接地用アース棒 接地基準を満たすもの
配管用パテ PF 管の穴埋め用
ケーブルラベル 配線識別用

壁面取付けヒートン 本体筐体の転倒防止用固定金具と接続す
るもの

アンカーボルト 筐体取付用 
4-M12ステンレス鋼を推奨

左：300ｍｍ
右：300ｍｍ

[隔離距離]
上：200ｍｍ 
前：500ｍｍ 
後：150ｍｍ

4本

同梱品：角スペーサ

同梱品：平座金

指定部品：M12 ナット
（締付トルク 42 ～ 43N･m）

指定部品：ワッシャー

DC500V メガテス
タ（ 絶縁抵抗計）
で測定する

F 1P PF 3

PF 5

2 4PF PF

PF管に収納するケーブル（本体筐体内側から見た図）

PF管1 
CT 延長ケーブル 
室内リモコン延長ケーブル 
RS485ケーブル（オプション） 
Pocket LAN用LANケーブル

（オプション）

PF管2 
PV ケーブル 

PF管3 
K 線：系統ケーブル

PF管4 
L 線：重要負荷ケーブル

PF管5 
（増設蓄電池同梱品、 

J1ESS-HB115/173 で使用）
増設蓄電池ケーブル（＋－）、
増設蓄電池アース線5.5mm²、
BMS 通信ケーブル

筐体アース線 

防水ボルト
キャップ

防水カバー

12mm

70mm 圧着

L1   N   L2  

重要負荷 系統

U    N   W

端子台

L線
K線

締め付けトルク：  1.8N･m

P
PV1+- PV2+- PV3+- +-

CT
BMS RS485

USB WiFi・LAN

締め付けトルク：  1.5N･m

蓄電システム本体

増設蓄電池

「カチッ」と音がするま
で確実に差し込んでく
ださい。

カチッ

カチッ

カチッ



1	 アプリのダウンロード
遠隔監視・設定はSolaXCloudアプリから可能です。 
SolaXCloudアプリのQRコード（右図）をスマートフォンでスキャンし、
ダウンロードしてください。 
※SolaXCloudの利用は遠隔監視装置の設置が必要です。

2	 新規登録やログイン

3	 発電所を追加する
ホーム画面真ん中の⊕アイコンします。または画面右上の⊕アイコンをタップし、プルダウンメニューか
ら「発電所の追加」を選択し、発電所追加画面に入ります。

スマホの位置情報の取得を許可します（「使用中のみ許可」または「今回のみ許可」）。

発電所の基本情報（発電所の名前、システム容量（設定範囲は0-99999999）、国/地域、タイムゾーン、場
所）を入力します。フォルトで最初に表示、サマータイムの適用有無、販売店/施工店へリモート設定権
限を付与するかどうかを選択します。完了したら、「次へ」をタップします。

4	 設備を追加する
①	追加するデバイスを選択
②	遠隔監視装置の登録番号のQRコードをスキャンまたは入力　　 

※登録番号はSから始まる10桁の英数字です。
①	追加するデバイスを選択 ②	登録番号をスキャンまたは入力

	■ Pocket LANの表示画面

この画面が表示されたら、「次へ」
をタップする

	■ Pocket WiFiの表示画面

①	利用可能な Wi-Fi を選択し、パスワー
ドを入力する

②	IPアドレスの設定方法を選択する

③	Wifi_設備SNのSSIDに加入する

DHCP：追加の設定は不要です。 
固定IP：ネットワークパラメータ（IPアドレ
ス、サブネットマスク、ゲートウェイ、およ
び必要に応じてDNSサーバーアドレス）を入
力してください。

1	 タブ「設備」を選択し、設備画面に入る
2	 設備「J1-ESS」をタップし、設備の詳細を確認する
3	「リモート設定」>「ユーザー設定」をタップし、各種リモート項目を設定する

[ユーザー設定項目]
	● 日付：日付と時間
	● 停電モードミュート設定：停電時通知音鳴る / 消音
	● システムスイッチ：システムオン / システムオフ
	● モード選択：各種モードの選択・設定
	● 充放電時間帯設定
	● 契約電流

ユーザー設定の詳細は使用説明書をご参照ください。

オンライン

1	本体蓄電池上部カバーの左右のネジ をドライバーで外し、上部カバーを持ち上
げて取外す

2	蓄電池ブレーカ保護カバーの4 本のネジを外して、保護カバーを取り外す

3	本体蓄電池の蓄電池ブレーカ部のDIP スイッチを、各モデルに合わせて設定する

1	システムの電源を投入する
システムの電源を投入する前に、下記操作対象がすべてオフになっていることを確認して
ください。システム起動後、蓄電池ブレーカ保護カバーや、上部カバーを再度固定してく
ださい。
電源投入後約1 分が経過すると室内リモコンに「試運転確認」画面が表示されます。「確認」
ボタンをタップして試運転を開始します。

手順 操作部 操作対象 状態
1 PCS パワーコンディショナPV 直流開閉器 オン

2 本体蓄電池 蓄電池DC ブレーカ、蓄電池ユニット
電源スイッチ オン

3 本体筐体 電源スイッチ（本体筐体背面） オン
4 分電盤 連系ブレーカ オン
5 分電盤 切替開閉器 オン

2	初期パラメータ設定
従量電灯B 

（アンペア契約）
従量電灯C 

（ kVA契約） 設定値

20~30A 2~3kVA 10A
40~50A 4~5kVA 20A

60A 6~7kVA 30A
- 8~9kVA 40A
- 10~11kVA 50A
- 12~13kVA 60A
- 14~15kVA 70A
- 16~17kVA 80A
- 18~19kVA 90A

- 20kVA 100A

①	現在の日時、契約電流を設定
する 
ご契約容量＝設定値の契約
電流ではありません。

②	電⼒会社の指⽰に従っ
て、整定値を設定する

[整定値の設定項目]
保護機能 説明 設定範囲 初期値

OVR 
（交流過電圧）

OVR検出レベル 110.0V、112.5V、115.0V、120.0V 115V
OVR検出時間 0.5s、1.0s、1.5s、2.0s 1.0s

UVR 
（交流不足電圧）

UVR検出レベル 80.0V、82.5V、85.0V、87.5V、90.0V 80.0V
UVR検出時間 0.5s、1.0s、1.5s、2.0s 1.0s

OFR 
（過周波数）

OFR検出レベル

50Hz地域整定範囲： 
50.5Hz、51.0Hz、51.5Hz

60Hz地域整定範囲： 
60.6Hz、61.2Hz、61.8Hz

50Hz地域：
51.0Hz

60Hz地域：
61.2Hz

OFR検出時間 0.5s、1.0s、1.5s、2.0s 1.0s

UFR 
（不足周波数）

UFR検出レベル

50Hz地域整定範囲：  
47.5Hz、48.0Hz、48.5Hz、49.0Hz、49.5Hz

60Hz地域整定範囲： 
57.0Hz、57.6Hz、58.2Hz、58.8Hz、59.4Hz

50Hz地域：
47.5Hz

60Hz地域：
57.0Hz

UFR検出時間 0.5s、1.0s、1.5s、2.0s 2.0s

受動的方式 
（受動的単独運転検出） 検出レベル ±3度、±5度、±7度、±10度 ±10度

復帰時限 
（復電後一定時間の遮断装置投入阻止） 1s、5s、150s、300s 300s

並列時許容周波数

50Hz地域整定範囲： 
50.10Hz～51.00Hz（0.05Hz刻み）

60Hz地域整定範囲： 
60.10Hz～61.00Hz（0.05Hz刻み）

50Hz地域：
51.0Hz

60Hz地域：
61.0Hz

単機能 ON/OFF OFF

電圧上昇抑制機能
検出レベル 
(進相無効電力制御) OFF/105～112.5V （0.1Hz刻み） 107V

検出レベル(出力制御) OFF/107～114.5V（0.1Hz刻み） 109V

3	試運転を開始する
整定値の設定後、「次へ」をタップすると、試運転が始まります。試運転中に異常が検出さ
れた場合は、以下の項目を確認して再度試運転を行います。

検出項目 検査確認事項
蓄電池 
充電検出完了

分電盤内の全てのブレーカがオンになっていること 
蓄電池のDC ブレーカがオンになっていること

蓄電池 
放電検出完了 蓄電池の残量を初期設定の10%を下回ると放電できません。

太陽光 
発電検出完了

室内リモコンでPV 電圧電流のデータに異常ないこと 
PV ケーブルがしっかり接続されていること

停電モード運転 
検出完了 重要負荷に接続された負荷の合計電流が規定以下であること(29.2A 以下)

停電復帰動作 
検出完了

蓄電システム本体の電源スイッチを切って、パワーコンディショナをオフにしま
す。再度電源をオンにして、パワーコンディショナを再起動します。

4	 	PF管の配線にパテ埋めし、筐体の扉を取り付ける

1	増設蓄電池筐体のケーブル引き込み口にPF 管Φ 36 コネクタを装着する

2	コルゲートチューブを用意し、増設蓄電池筐体に取り付ける

3	増設蓄電池Aと本体蓄電池、増設蓄電池Bと増設蓄電池Aを接続する

増設蓄電池同梱品 ［本体蓄電池右側面］ ［増設蓄電池A左側面］
蓄電池ケーブル（＋） 分岐接続端子（＋） ⇒ ＋端子
蓄電池ケーブル（－）分岐接続端子（－） ⇒ XPLUG端子
BMS 通信ケーブル 増設蓄電池通信端子 ⇒ RS485Ⅰ端子
アース線1 アース端子 ⇒ 筐体アースA接地点1
アース線2 筐体アースA接地点2⇒アース端子

増設蓄電池同梱品 ［増設蓄電池A右側面］ ［増設蓄電池B左側面］
蓄電池ケーブル（＋） －端子 ⇒ ＋端子
蓄電池ケーブル（－）YPLUG端子 ⇒ XPLUG端子
BMS 通信ケーブル RS485Ⅱ端子 ⇒ RS485Ⅰ端子
アース線1 筐体Aアース接地点 ⇒ 筐体Bアース接地点1
アース線2 筐体Bアース接地点2⇒アース端子

本体蓄電池

ショートワイヤ

増設蓄電池A 増設蓄電池B

PF管5

4	（作業員2名以上）増設蓄電池上部両側の凹み 
を持って、増設蓄電池を筐体の中に設置し、蓄
電池固定金具を付属する４本のネジ（M5）で固
定する

5	取り外した蓄電池筐体の補強枠を元の位置に
取り付けネジで固定する

6	筐体アース線を加工し、筐体左側のシステム 
接地箇所に固定し、反対側は筐体外に引き、 
アース工事する

（アース線を分電盤に通す場合）PF管3を通す 
（地中に埋めるアース棒を用いる場合）PF管5を通す

圧着6mm

締め付けトルク  2N･m

蓄電池ブレーカ
保護カバー

DIP スイッチ

電源スイッチ

蓄電池DCブレーカ

P

PV 1
+

-

PV 2
+

-

PV 3
+

-

+

-

CT

BMS RS485

USB WiFi・LAN

蓄電池ケーブル(＋ )

蓄電池ケーブル(－ )　 BMS 通信ケーブル

アース線
蓄電池接地箇所

システム接地箇所

      接地箇所PCS

1	本体蓄電池付属のアース線を、本体電池左
側のアース端子にネジ止め、反対側は筐体
左側の蓄電池接地箇所に固定する

2	本体蓄電池付属の蓄
電池ケーブル（＋－）、
BMS通信ケーブルを本
体蓄電池（左側面）と
パワーコンディショナ
を接続する

3	増設蓄電池を設置
しない場合（J1ESS-
HB58X）は右側面の分
岐接続端子＋と－に
ショートワイヤを挿
入する 通信ケーブルは同梱

の締付工具で固定し
てください。

4	（作業員2名以上）本体蓄電池上部左右の凹み
部を持って、本体筐体奥の蓄電池ユニット固
定金具に合わせて筐体の中設置する

5	本体筐体に付属する４本のネジ（M5）で、蓄
電池固定金具を本体筐体に固定する

6	本体筐体の補強枠を元の位置に取り付けネ
ジで固定する

蓄電池ケーブル（＋）

蓄電池ケーブル（ー）

分岐接続端子＋と－の
保護キャップを取り、シ
ョートワイヤをつなぐ

本体 
蓄電池

締め付けトルク：  1.6N･m

蓄電池 
ケーブル（＋）

増設蓄電池左側
「XPLUG」 

端子
「+」端子

蓄電池 
ケーブル（ー）

型式 増設蓄電池	
台数

DIP	
スイッチ

J1ESS-HB58X 0 0
J1ESS-HB115 1台 1
J1ESS-HB173 2台 2

番号 説明

a

デフォルト発電所の名前と状態を表示する。発電所の
状態には、正常、オフライン、接続中、警告の4つの状
態がある。

ユーザーは右側の▼をタップし、他の発電所を切り替
える

b 現在の天気状況

c メッセージ通知

d 発電所と設備追加の入口

e 動的グラフ切り替えアイコン

f エネルギーフロー図（抽象と具象）：バッテリー、電力
会社、太陽光発電と負荷間のフロー状況を動的に表示

g 発電所の今日の収益、昨日の収益と総収益を表示

h

バッテリー関連データを表示

バッテリーSOC、バッテリー残量、バッテリー使用時
間、バッテリー充放電状態、今日の発電量と今日の消
費電力量を含む。

i
発電所が創出した環境利益を表示

評価指標はCO2削減量、相当する植樹x本、石炭削減量
がある

6. 本体蓄電池の設置、配線

7. 増設蓄電池の設置、配線

8.DIP スイッチの設定

9. 試運転

アプリホーム画面の表示

リモート設定

SolaXCloud アプリの利用

補強枠

M5ねじ

締め付けトルク：   
2N･m

締め付けトルク：  2N･m

蓄電池 
固定金具

補強枠

蓄電池固定金具

M5ねじ

タブ「ホーム」を選択し、ホーム画面に入ります。

終端蓄電池のYPLUGと
－に、ショートワイヤ
を挿入する

増設蓄電池は正面から見て本体の右側に設置します。 
逆設置の場合、必ず延長ケーブル（オプション品）を
使用してください。

充放電時間帯設定では、電力会社からの充電開始・
停止時刻と、蓄電池からの放電開始・停止時刻を設
定します。
系統からの充電が不要の場合、充電時間帯を重複に
設定してください。
例：充電時間帯を 6:00--6:00 に設定すれば、系統か
らの充電はしません。


